
平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 災害に強い中丹地域づくり事業費

予 算 額 ２５０千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

災害に対するハード整備の対策と並行して、災害発生時における避難の迅速
化や関係機関の連携強化により地域防災力の向上を図るため、地域防災リーダ
ー研修会を開催する。

２ 事業内容

事 業 内 容 地域防災リーダー研修会
・各地域で避難開始時に先導役となる地域防災リーダーを養成

目 的
対 象 （実施時期）
方 法 等 ８月・９月頃に各市ごとに開催

（対象者）
各地域の自主防災組織の構成員等

（研修内容）
実際の災害時の活動に役立つワークショップ形式での実践的な研修会

担当部・室名 企画総務部 総務室 電話番号 ０７７３－６２－２５００
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 管内３市との職員合同研修事業費

予 算 額 ２８０千円 新規・拡充・継続 新 規

１ 趣 旨

中丹管内府市の職員の交流や地域の現状を相互に学ぶため、新規採用職員や
中堅職員を対象に合同研修を実施する。

２ 事業内容

（１）新規採用職員合同研修
事 業 内 容

①対象者
目 的 管内府市に赴任した新規採用職員
対 象
方 法 等 ②目的

中丹地域に着任した府及び市の新規採用職員が、管内の現状等を相互に
学び研鑽を深めるとともに、相互交流することにより行政職員としての絆
を深め、地域活性化のために自ら企画し行動する意識づくりを行う

③内容
・全体研修（７月頃、福知山市内で実施（予定））

管内行政課題の説明、ワークショップ
・個別研修（９～１２月にかけて３市域毎に実施）

視察、ボランティア体験、交流等

（２）中堅職員合同研修

①対象者
係長～課長補佐級の40歳代職員（１団体５名程度）

②目的
一丸となって課題に対応できる組織づくりを行う職員を養成するととも

に、北部地域の課題解決に向けた人間関係を構築する

③内容
・１泊２日（９月頃、海上自衛隊舞鶴教育隊で実施（予定））
・基本訓練、管内行政課題対応ワークショップ

担当部・室名 企画総務部 総務室 電話番号 ０７７３－６２－２５００
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 ほっとはあと輝き事業費

予 算 額 ２００千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

障害についての理解を促進し、障害のある人の働く意欲の増進に向け、中丹
「ほっとはあと」製品の付加価値向上や販路拡大・販売促進、障害のある人の
社会参加の取組を支援する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）付加価値向上の支援

目 的 ①商品企画、マーケティングに係る研修会の実施
対 象
方 法 等 ②中丹の特色ある食材等を生かした新商品開発の支援

（２）販路拡大・販売促進の支援

①京都ほっとはあとセンター中丹ブロック連絡会議の開催

②企業等への製品売り込みや自治会等への協力依頼

担当部・室名 健康福祉部 中丹西保健所 福祉室 電話番号 ０７７３－２２－３９０３
中丹東保健所 福祉室 ０７７３－７５－０８５６
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹「緑の幼稚園」育成事業費

予 算 額 ２，５００千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

地元産木材の利用促進に向け、次代を担う子どもたちやこれから家を建てる
子育て世代に対して木の良さや森の大切さをＰＲするため、木質化や緑化に積
極的な幼稚園を育成する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）緑の幼稚園の認定

目 的 備品等の木質化や緑に親しむ活動に積極的に取り組む幼稚園を府が認定
対 象
方 法 等 （２）府内産木材家具の貸与

園児や保護者及び幼稚園職員に対し五感を使った木育活動に資する資材と
して府内産木製家具等を貸与

（３）「森や木の紙芝居」の読み聞かせ

園児や保護者等に森林や木材への理解を促進する取組を府が実施

（「豊かな森を育てる府民税」により実施）

担当部・室名 農林商工部 森づくり推進室 電話番号 ０７７３－６２－２５８６
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 万願寺甘とう生産者拡大支援事業費

予 算 額 １，５００千円 新規・拡充・継続 拡 充

１ 趣 旨

万願寺甘とうの新たな担い手を確保・育成するため、体系立てた栽培技術を
習得する「万とうゼミ」を開講する。また、「万願寺甘とう」の高付加価値化
に向け、「地理的表示（ＧＩ）保護制度」を活用したＰＲ等を推進する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）担い手生産者養成（万とうゼミ）【継続】
万願寺甘とうを経営の中核品目に位置付け、収益増を望む経験の浅い生産

目 的 者及び新規栽培希望者を対象に、体系立てた栽培技術を習得するための「養
対 象 成道場」を開催
方 法 等

（２）１期生ステップアップゼミ【拡充】
平成２９年度の受講１期生１４名を対象に温度管理等ステップアップゼミ

を開催。平成３０年度の受講２期生も参加することで、担い手生産者間の情
報交換ネットワークを構築

（３）「地理的表示(ＧＩ)保護制度」ＰＲ活動【新規】
大手小売・外食業等の実需者や消費者に対し、ＧＩ保護制度への登録を活

用したＰＲを行うことで高付加価値化に取り組む

担当部・室名 農林商工部 企画調整室 電話番号 ０７７３－６２－２７４３
中丹東農業改良普及センター ０７７３－４２－２２５５
中丹西農業改良普及センター ０７７３－２２－４９０１

５

【地理的表示(ＧＩ)保護制度】
生産方法や産地特性により、高い品質と評価
を獲得するに至った産品名称を国が登録する
制度で、29年6月に府内で初めて登録された
ものです。

ＧＩマーク



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 地域木材流通戦略構築事業費

予 算 額 ７００千円 新規・拡充・継続 新 規

１ 趣 旨

木質バイオマス発電施設やＣＬＴ製造の大規模木材加工場の稼働を控えて木
材の需要拡大が見込まれる中、中丹を中心とする府北部地域で生産される木材
の府内での流通量を増加させるため、府北部地域から生産される木材の流通実
態を調査・把握し、北部ストックヤードを核とした木材集積の仕組み構築など
を進める。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 木材の流通等に係る現況等調査
対 象
方 法 等 対象：府北部地域（中丹、丹後地域）及び隣接県で京都府産木材の取扱い実

績のある事業体

内容：木材の流通・加工・消費について、取引先や流通量、利用状況等の現
況を把握するための調査を実施

※調査結果については、北部ストックヤードを中心とした木材流通体
制の構築に向けた対策に活用

担当部・室名 農林商工部 森づくり推進室 電話番号 ０７７３－６２－２５８６
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹ふるさとを守る絆ネット推進事業費

予 算 額 ２００千円 新規・拡充・継続 拡 充

１ 趣 旨

過疎・高齢化が進む中丹地域の農村住民の安心・安全の確保や生きがいづく
りのため、農村と企業等を結ぶ絆づくりを推進し、農村の維持・活性化を支援
する。

２ 事業内容

事 業 内 容 中丹地域で企業活動を営む事業者と行政（府・市）が協定を締結の上、連携
して見守り活動や農村交流活動などを実施する。

目 的
対 象 （１）見守り活動【継続】
方 法 等

協定企業が、商品配達等の業務中に高齢者等住民の生活異変を発見した場
合は、速やかに行政機関へ連絡する体制を構築

（２）農村交流活動【継続】

農村地域の維持又は活性化に資する集落協働活動を協定企業がボランティ
ア支援する活動

（３）見守り活動・農村交流活動事業者への功労者表彰【新規】

継続活動事業者の功績を称え表彰を実施

担当部・室名 農林商工部 地域づくり推進室 電話番号 ０７７３－６２－２５０５

７



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 野生鳥獣被害対策担い手育成事業費

予 算 額 ６５０千円 新規・拡充・継続 拡 充

１ 趣 旨

野生鳥獣被害の低減のため、捕獲担い手の育成や捕獲技術の向上とともに、
地域ぐるみの防除体制の確立を目指す。

２ 事業内容

（１）狩猟免許取得者の裾野拡大
事 業 内 容

高等教育機関と連携し、若者の狩猟への関心を高める活動（セミナー開催、
目 的 サークル支援など）を実施
対 象
方 法 等 （２）捕獲技術向上セミナー開催

新規狩猟免許取得者などを対象にスキルアップセミナーを開催

（３）地域ぐるみの防除体制確立【拡充】

ア 侵入防止柵の維持管理、点検励行の周知（セミナー開催）

イ 集落に出没するツキノワグマの出没誘因物の除去(モデル地区の設置)
【新規】

担当部・室名 農林商工部 企画調整室 電話番号 ０７７３－６２－２５９３

８



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 音と食のミュージアム「海の京都」を食いつくせ！フェスタ開催事業費

予 算 額 ３，１２５千円 新規・拡充・継続 拡 充

１ 趣 旨

京都舞鶴港と海の京都をＰＲするため、クルーズ客船の寄港に合わせ海の京
都の食を集めたフェスタを、民間主催の野外音楽フェスとコラボして開催する。
併せて、京阪神地域からの誘客のため、京阪神と京都舞鶴港を直接結ぶ特別列
車を運行する。

２ 事業内容
事 業 内 容

（１）「海の京都」を食いつくせ！フェスタ開催【拡充】
目 的
対 象 【内容】 特別列車「クルージング号（仮称）」の運行に合わせて開催する海
方 法 等 の京都エリアの食のミュージアム（牡蠣小屋、カレーバトル、ビアガ

ーデン、海の京都の食材を使った新商品コンテスト（イワガキ、万願
寺等）等）

※海の京都ＤＭＯと共催

【時期】平成３０年７月１５日（日）（予定）

【場所】京都舞鶴港西港大野辺緑地（東側）

＜参考：同時開催：「岩ガキＲＯＣＫ（仮称）」＞
内容：地域内外のミュージシャン（プロ・アマ）による野外音楽フェス
時期：平成３０年７月１５日（日）（予定）
場所：京都舞鶴港西港大野辺緑地（西側）

※民間団体が連携実施

（２）特別列車「クルージング号（仮称）」の運行への支援【新規】

【内容】京阪神からクルーズ客船に直行する特別列車を旅行会社が運行
※ＪＲ西日本及び旅行会社と連携実施

【時期】平成３０年７月１５日（日）（予定）
※クルーズ客船が京都舞鶴港に寄港予定

【定員】２００名程度

【ルート】大阪（京都）＝ 西舞鶴 ＝ イベント ＝ クルーズ客船

担当部・室名 企画総務部 企画振興室 電話番号 ０７７３－６２－２０３１

９



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 大丹波連携推進事業費

予 算 額 ８７５千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

丹波地域の知名度向上と、更なる観光客誘致、丹波ブランドの振興を推進す
るため、大丹波連携推進協議会（府県、関係７市町により構成）による連携し
た取組を展開する。

２ 事業内容

事 業 内 容 ［観光部門］
（１）観光情報の発信による誘客促進

目 的
対 象 ①高速道路の整備でより近くなった中京圏からの誘客促進
方 法 等 ・中京圏での情報発信やメディア関係者等へのＰＲの実施

②京阪神からの誘客や地域内交流の促進
・京阪神における観光・農産物に関するイベントや大丹波地域でのイベン
ト等を活用したＰＲ

③口コミ情報等の発信とファン拡大
・ホームページやFacebookによるテーマ性のあるタイムリーな情報の発信
・観光サポーターを広く公募し、口コミ等による情報発信の促進

［農林部門］
（２）丹波ブランド農産物の生産・販売の振興

①丹波くりのブランド力の強化
・丹波くりの生産技術及び品質の向上と生産者の意欲向上を図るための取
組を支援（丹波くり広域品評会の開催）

②大丹波連携普及活動情報交換会
・地域の課題対応やブランド力の強化、担い手育成に向けた技術情報交換
会を実施

担当部・室名 企画総務部 企画振興室 電話番号 ０７７３－６２－２０３１
農林商工部 企画調整室 ０７７３－６２－２５０８

商工労働観光室 ０７７３－６２－２５０６
森づくり推進室 ０７７３－６２－２５８６

１０



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹環境ネットワーク事業費

予 算 額 ２５０千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

管内の事業者（長田野工業団地、綾部工業団地等）の環境活動を推進するた
め、ＮＰＯ、有識者、行政（府、市等）による中丹環境ネットワークを構築し、
事業者の必要な対策等について検討し、各種課題解決を図る。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）中丹環境ネットワーク全体会の開催

目 的 事業者の関心が高い内容等をテーマとする講演、補助金・支援事業等の事
対 象 業者にとって有益な内容を紹介する「中丹環境ネットワーク全体会」を開催
方 法 等

（２）中丹環境ネットワーク事業部会の設置・運営

特に関心の高いテーマを取り扱う「廃棄物減量・リサイクル部会」「省エ
ネ・地球温暖化対策部会」を設置・開催し、事業者間の意見交換、情報共有
を推進

（３）アンケート調査の実施

事業者の課題、ニーズ、対応状況等を具体的に把握するためのアンケート
調査を実施

（４）中丹環境ネットワーク登録者への環境情報の発信

法改正、補助金募集等の登録者にとって有益な情報をタイムリーにメール
配信し、事業者の取組を推進

担当部・室名 健康福祉部 中丹西保健所環境衛生室 電話番号 ０７７３－２２－６３８２
中丹東保健所環境衛生室 ０７７３－７５－１１５６

１１



平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹パートナーシップセンター事業費

予 算 額 ６７０千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

地域活動を行う団体の相互のネットワークづくりや行政、企業や大学と連携
した取組を推進するため、交流会や各種講座の開催など団体のニーズにあった
支援事業を実施する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）団体運営支援

目 的 中間支援団体と連携した団体運営手法等に関する各種講座の実施
対 象
方 法 等 （２）交流の場づくり

団体同士の新たなネットワークづくり等を目的とした交流会や活動事例発
表会の開催

（３）情報の発信

地域活動を行う団体等の取組やイベント情報紹介、活動支援施策等の発信
のため、Facebookの活用、「元気づくりコーナー」への展示、「協働ニュー
スレター」の発行等を実施
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 広報紙「明日の中丹」発行費

予 算 額 ２，３００千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

京都府の施策や中丹広域振興局の事業を府民に広く周知するため、広報紙「明
日の中丹」を発行する。

２ 事業内容

「明日の中丹」の発行・配布
事 業 内 容 ・サ イ ズ タブロイド版２ページ（両面）

・掲載内容 中丹広域振興局や管内地域機関の主な事業の紹介
目 的 イベント等の募集案内
対 象 府民向け啓発記事 等
方 法 等 ・発行部数 約９４，０００部×２回（予定）

・配布方法 各戸配布（予定）
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹地域戦略会議開催費

予 算 額 １，５００千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

「明日の京都」中丹地域振興計画の着実な推進及び計画改定のため、外部有
識者の意見を聴取することを目的に中丹地域戦略会議を開催する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）開催回数

目 的 ３回（予定）
対 象
方 法 等 （２）協議事項

「明日の京都」中丹地域振興計画の策定及び推進、ベンチマークレポー
ト等への助言等
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平成３０年度当初予算案主要事項説明

中丹広域振興局

事 業 名 中丹地域「知域学」連携推進事業費

予 算 額 ３００千円 新規・拡充・継続 継 続

１ 趣 旨

福知山公立大学や管内３市等と協働し、地域で活躍できる「グローカリスト」
の人材育成に向けた府民参加型の取組を実施する。

２ 事業内容
事 業 内 容

「知域学」セミナーの開催
目 的
対 象 （内 容）
方 法 等 管内３市の特性、産業振興、地域経営、コミュニティデザイン等に関する

地域課題を認識し、その解決に向けた方策を検討するセミナー

（開催回数）
３回程度
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